



























夫のエッチング画集 rMasuoIkedaJ (Nikei Pocket Gallery)の 「動物の婚礼J(1962) [図
2)にピンとくるものがありました。動物の交尾と出産を、鳥獣もひともみんなが大騒ぎして
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(写真1)恒稼恭 (1957年)
(図1)中学生の頃の自画像 (図2)池田満寿夫「動物の婚礼j1962 
(エッチング画集 rMasuoIkedaJ Nikkei Pocket Galery)より

















































































































































家〉を 〈先制りする理論的根拠が与えられたのです。 1924年から 26年のヨーロッパ遊学を挟
んで、 1933年 (45蔵)京大事件に遇い、 「死して生きる途jを声明して辞職。このように見
てくると、この人は、ほぽ10年周期で〈少年の眼〉を腫らせていることがわかります。いわ
ば10年周期の〈思想〉の若返りです。
ところで「大逆事件jの政治囚たちは、「大日本帝国憲法J第一章第三条「天皇ハ神聖ニシ
テ侵スベカラズ」を侵したとして、刑法第73条「大逆罪Jによって首をくくられたのでした。f天
皇ハ神聖Jであると名告った当の「天皇jが、 1946年1月1日、 「人間宣言jをおこなったこ
とは驚天動地の 〈事件〉でありました。それはないだろう、 「大逆J罪で首をしめられた人々
の怒りが、 地下から聞とえてくるではありませんか。同年11月3日に「日本国憲法Jが公布
され、第二主主「戦争の放棄J第九条には「国権の発動たる戦争」と「武力の行使」は「永久に
とれを放棄する」とあって、
陸海空軍その他の戦力はこれを保持しない
と内外に宣言したのは周知のことです。〈国家〉とは何か? それが大規模な〈暴力装置〉で
あることは自明のことでありましょう。その〈暴力装置〉の永久放棄、それは〈国家による国
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家の否定〉であります。〈国家〉を〈無化〉してく世界連邦〉、〈世界国〉をつくろう、そのた
めに教育を通してく世界民〉をつくろう、と提言したのが恒藤の「世界民の愉悦と悲哀」であ
りました。そのさいごに、〈ユトピア〉性をわらう〈リアリス卜〉が登場するシーンがありま
すが、四半世紀も前にこの青写真を描いた恒藤は、どのような心境で、あったでしょうか。同じ
青写真のままに 「世界民の立場からjと改題して、 1946年4月25日、恒藤はパンフレット状
の評論を出版(日本叢書、生活社刊)しています。
〈死者〉は 〈生者〉と共闘する
おもえば、〈国家〉を〈無イりすることは簡単なことであります。なぜならば、幾百幾千万の人々
がいっせいにく国家なんか、飛んで、け !>と叫ぶ声を挙げれば、この地上から無くなってしまっ
たのですから。〈国破レテ山河アリ〉です。地上にひとびとのくらしが残ったのです。幸徳秋
水や古河力作らの「大逆」囚たちが地下からの第一声を放ったことは言うまでもありません。(死
者〉と(生者〉の共闘です。
例の〈皮肉なリアリスト〉に罵られた〈ユトピア〉の民が言っていたことが、大戦災の菓大
な犠牲のあとにこの列島に出現したのです。とのとき恒藤の〈少年の眼〉がどんなに輝いてい
たか、想像に余りあります。
1957年、恒藤がながいあいだく副業〉に追いやっていたく思想家〉が、ようやくじぶんの
こころのいえに戻ってきたのです。官頭の写真には、(少年の眼〉のこ寺本人のすがたが写って
います。
[参考にしたもの]五昧太郎 『ときどきの少年j(新潮社)
少年は見るのが仕事です。それしか仕事がありません。感じたり考えたり、工夫したり
試してみたりもするのですけれど、それはあくまで副業、本業はただ見るごとなんだと、
今振り返って改めてそう思います。
で、青年とか中年とかになりますと、見るだけでは仕事にならないので、ま、感じたり
考えたり、工夫したり試したりするほうに少し重きを置いて、なんだかんだやるわけです
が、でもやはりときどき、ただ見るという少年の仕事の魅力が珪って、具体的には、仕事
になんねえなあ、なんでいう現象が起こるわけです。少年が日々の仕事の邪魔をするわけ
です。叱ってもやめないのでちょっと困るわけです。困ったって滞ったって別にいいじゃ
ない、どうせ副業なんだからさ、なんて少年はなまいきなことを言います。それもそうだ
よねと中年が応えます。そんな気分のぼくの文章作業です。
(うえだ ひろし・明治文芸研究者)
